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　園芸作物では、 ケニア、 エチオピア、 ガー
ナ、 ザンビアなどでバラや野菜、 果物がヨーロッパ市場を中心に輸出されている。熱帯地方の気候を かして、年間を通じて安定した供給ができることが産地としての有利性である。 近年は、 イギリスのスーパーマーケットでアフリカ産の野菜やバラを見かけることは珍しいことではなくなっ いる。バラ生産に関 ては、花卉産業の盛ん オランダやイスラエル企業が投資 行っている。店頭に並べられるように加工や包装も現地で行うことが多く、一部は保冷して空輸され など、技術的 も高度化しているのが特徴である。
　国内市場向けの携帯電話や小売では、南





いる。アフリカの金融部門は、政府系金融機関の他は、インド系や中東系の少数民族によって独占的に供給さ ていた。その結果、金融コストが高く、特にリスクの高い中小企業や農民が融資を得ることは困難であったが 南ア企業はこうした人々に対する融資も視野 入れ いる。●外国投資の背景
　投資の増加は、外部環境の変化によると






















るのが南アの自動車産業である。南アは生産ネットワークの拠点として位置づけられ日本企業を含む主要な完成車メーカーが立地している。これらへ 部品供給を行うローカル企業は約三〇〇社にのぼると推定されている。企業の能力は、アジアの生産拠点となっているタイ 部品サプライヤーよりも劣っ と指摘されるも 、自動車生産技術の蓄積は進んでいる。園芸産業では、中小企業の多くがローカル企業によって構成されている。花卉生産や流通の技術は、外国人技術者や小売業者（英スーパーマーケットなど）を通じてローカル企業に伝えられている うである。ただし、大手企業による寡占が進ん おり、ローカル企業は生き残りを模索している。
　南ア系スーパーマーケットは食品を中心
に現地調達を進めてお 、農民にとっ 販売先を増やす効果をもた し 。農民には、高い品質・安全基準の達成や、安定した生産と納品が求められるが、こうした技術を獲得すれば、より高い価格で作物を販売することができる。
　他方、衣料産業や携帯電話産業における
ローカル企業への影響は限定的である。マ







援することが不可欠である。ローカル企業は輸出市場における経験が乏しく、またアジアに比べて労働コストが高いという不利な条件もあり、政策支援なくして輸出市場での競争は困難である。小規模のローカル企業が、市場転換に伴って抱え リスクや資金調達 問題を軽減 政策 必要であろう。
　つまり、成長の持続のためにはガバナン
スの改善と産業政策が求められ、政府の果たすべき役割は大きい。ガバナンスの改善は進んでいるが、十分とは言い難い。産業政策については、その重要性を認識している政府が少ない。資源ブーム 債務削減で自信を持ち始めているアフリカ諸国の政府であるが、重要な政策転換の局面にさしかかっている。
（ふくにし 　たかひろ／アジア経済研究所地域研究センター）
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